










































































































よ　むヒ よんだ よもう よ　め よ　む一 よんだ一
蔭：
T　ていねい動詞
[f・・m・1ve・bよみます よみました よみましょう よみなさい （よみます） （よみました）
ユ03
　ではない。連体現在形「する」も，終止現在形「する」とことなった意味用法
　をもっている。たとえば，例文（1）の「降る」「舞ひ降りる」は，現在における
　動作の進行をあらわしているが，終比現在形にはこの用法がなく，もし述語に
　つかわれるならば，この文の述語「吸ひこまれてゆく」がそうであるように進
　行をあらわすアスペクト動詞（6）にして，「ふってくる」「ふっているjfまいお
　りてくる」などにかえなければならない。
　　　（1｝伸子が窓ぎはに狩んで飽きずに降る雪を見てみると，あとからあとから舞ひ降
　　　　りる臼い雪片が，スッスッと鉄骨の暗い穴の中へ吸ひこまれてゆく。（宮本百合
　　　　子道標）
　　　（2｝甲州に跨る由脈の色は幾度変ったか知れません。（島崎藤村　千曲州のスケッ
　　　　チ）
　　また，例文②の「跨る」は，その時点現在での状態をあらわしており，述語
　にっかわれるばあいには，状態持続のアスペクト動詞「している」をつかって
　「甲州にまたがっている」としなければならない。
　　5）連体形「する」「した」は，進行・状態をあらわす用法のひろがりが終
　止形よりもひろいので，一見その用法がルーズであるようにみえるけれども，
　その用法は，やはり～定の法則によってしばられている。たとえば，例文②の
　「跨る」は，「またがった」にかえても，依然としておなじような状態をあら
　わすが，例文（1）の「降る」は，「ふった」にかえると，進行の意味をうしなう
　ので，この文のなかではかえることができず，「舞ひ降りる」は，「まいおり
　た」にかえると，到着結果の状態をあらわすので，意味がかわってしまう。
　　6）連体形「する」「した」のあらわす文法的な意味を規定する条件の一つ
　．は，動詞の性格である。たとえば，「ふる」や「まいおりる」が現在形で進行
　をあらわすのは，それが動作動詞だからであり，「またがる」が現在形で状態
　をあらわすのは，これが状態動詞相当になりうる結果動詞だからであるの。ま
・た「まいおりた」が到着結果の状態をあらわすのは，移動動詞だからであり，
　これは，例文（3｝の「来た」とおなじである。
　　　｛3｝テーZルのところへ来た泰子が，瀬州に「いろいろお世話さまでした」と律気
　　　　にお辞儀をした。（道標）
　　なお，動詞の性格に言及するときは，厳密でなければならない。吉田金彦は
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「改まる」r知る」「酔っ払う」などを状態語，「あきれる」「困る」などを形状
語といっているが（8），なにを「状態語」「形状語」だというのかを示していな
い。「助詞助動詞解説」では「冷やす」「焼く」などを「本来意志的な動作を表
現する動詞」といっている（9）が，これらは「してある」の形で対象の結果をし
めす対象結果動詞（le）であって，この種の動詞が意志的動作を示すというプm
セスの側面と，対象の結果をしめすという結果の側面とをもった二面構造の動
詞であることへの考察がかけている。
　7）連体形「する」「した」の実現する文法的な意味を規定するもう一つの
条件は，連体修飾の構造である。この構造というのは，カザリとしての動詞ま
たは動詞連語とカザラレとしての名詞とがどんなくみあわせをつくりだしてい
るかということである（11）。たとえぼ，例文（2）の「跨る」を「またがった」に
かえられるのは，「場所名詞＋結果動詞」というカザリ連語がカザラレ名詞の
しめすものの存在の状態をあらわすとき，現在形と過去形の両形がつかわれる
という連体修飾の構造にもとづいているのである。したがって，（4）（5）の「添っ
た」「来た」も「そう」「くる」にかえることができる。
　　（4）やがて棺はそこから裏の林に添った墓地へと運ばれて行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（閏山花袋　時は過ぎゆく）
　　（5）日本橋から来た道は，ここで二つにわかれる。
　おなじ単語でも，この構造をもたないくみあわせでは，凹形をつかうことが
できない。たとえば，（3）の「きた」や（6｝の「またがった」を現在形にかえる
と，意味がかわってしまう。
　　｛6）むこうから馬にまたがった入がくる。
　8）連体形「する」「した1がどんな条件のもとでどんな文法的な意味をあ
らわすかということの観察をとおして，現代H本語動詞の連体形の性格に接近
しようというのが，本稿のねらいである。
　動詞の連体形は，さきにしめしたパラダイムにもみられるように，ムード語
形をもっていない。また，ていねい動詞「します」があまPつかわれない。た
とえば，今まであげた6例の連体形をていねい動詞にかえることによっても，
その不惣然さ，または，こていねいさがわかる。このようにパラダイムを占め
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る量が終止形よりすくないことは，動詞という品詞にそなわったカテゴリー
を，よりすくなく保有していることであり，その点で，連体形の動詞らしさ
は，終止形のそれよりおとるだろう。
　連体形が動詞らしさをうしなってくるという傾向は，さらに，連体形「す
るjrした」のもつ意味用法そのもののなかにみいだされる。それは，あとでの
べるように，動詞の連体形の，動作をあらわす側面がよわくなり，それにかわ
って，状態や属性をあらわす側蔭がおもてにでてくるということである。この
ことは，動作主agentが何であるかがとわれなくなって，ヴォイス性をしめ
す形式が欠けたり，テンスやアスペクトの関係でつかわれるカザリがつかえな
かったりすることによって，形式の上でも証拠だてられている。（この稿でも
「する」や「した」のもつ意味をしめすために，「している」「していた」「し
てある」「してあった」などにおきかえることがあるが，それは便宜上の手段
であって，ほんとうにかえると，テンス性・アスペクト性・ヴォイス性など，
動詞の性格がかわってしまう。そのことについても，あとでふれる。）
　連体形は，このようにして，動詞らしさをうしない，ちょうどヨーロッパ語
において分詞participleがはたしてV・る役わりのうちの連体的な部分のよう
な役わりをはたしてくるのである。おそらく，連体的用法をうけもつという機
能そのものが，動詞性から形容詞性へという性格の変換を方向づけるのだろ
う。
　9）しかし，連体形のもつ形容詞性というものは，連体形一般の性格ではな
い。ちょうどヨーロッパ語において関係代名詞や関係副詞にみちびかれるクp
一ズの述語動詞がそうであるように，動詞らしさを多分にそなえた連体形が厳
として存在している。たとえば，文例く7）の「切腹した」という過去形は，過去
というテンス的な意味をしめしていて，いわゆる完了をしめすのではない。そ
してまた，この動作の動作主は，「人達」であって，この　「切腹した」は，り
っぱに動作をあらわしている。この「切腹した」は，終止形のばあいと同様，
動詞らしさを十分にそなえているといわなければならない。
　　（7｝あの時切腹した人達だって，今になれや死ななくてよかったんだ。（時は）
　10）本稿では，動詞の連体形が，動詞らしさをもっているものから，動詞ら
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しさをもたないものへと，どのようにうつっていくかをしらべ，その動詞らし
くなさというものがどういう性格であるかを検討し，そのことからどういうこ
とがおこるかということを追求したいとおもう。
　いま，わたしは，動詞的な用法から非動詞的な用法へうつるとかいた。これ
は，現代語の終止形の用法を基準にして，そこからのへだたりという方向で分
益していったからである。しかし，おそらくは，はじめ終止形と連体形の用法
とがあまり分化していず，そのうち終止形の用法のなかでテンスとアスペクト
が次第に分化してくる過程で，連体形も影響をうけ，すこしずつようすをかえ
てきているのだとおもう。そうしたことは，実は，古代語から歴史をおって，
しらべないことにはわからないことである。いままで伝統的な国語学では，
「したり」を「し」と「たり」にわけ，「したり」の用法を「たり」の用法と
してとらえてきた。同時に「す」「する」がテンスやアスペクトの側薦からと
らえられなかった。そのため，わたしがいまここに問題にしているようなこと
は，研究されてこなかった。したがって，いま，わたしは現代語の内部で処理
せざるをえないのである。
　なお，本稿では，連体形の記法の非動詞化の傾向に焦点をあわせているの
で，動詞性のつよい用法にあらわれるテンスのありかたについては，積極的な
追求をこころみなかった。
　　　　　　　　　　　　　2　現在形の用法
　11）終止現在形は基本的な用法として，未来の動作と現在未来の状態をあら
わし，そのほかに，ポテンシャルな用法をもつ（12）。これらの用法は，連体現
在形のなかにもみられる。
　　｛8）わたしがするさきの病気までわかると都合がいいんだけれど。（道標）
　　（9）で，二人は海外から来る返事を待った。（時は）
　　｛10｝長火鉢のある茶の間の向うの（時は）
　　（11瀬川が熱心に舞台を見ながら，桟敷の前列にみる伸子たちにささやいた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道標）
　　｛12　ここかしこに見える大石には秋の日があたって，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（島綺藤村　千曲拷のスケッチ）
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．．㈱、この周どんの毎朝髪を香はせる油は（島崎藤村　桜の実の熟する疇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　▽うと　　個．ねえ，あれ程お弾きになる方は，黒人の中にだって（野上弥生子　真知子）
　この例文（8×9）の「する」「来る」は未来の動作を，鯛～㈱の「ある」「いる」
「見える」は現在の状態をあらわしている。また，⑬の「香はせる」はくりか
えし，㈲の「お弾きになる」は能力・性質をあらわしていて，ともにポテンシ
ャルな用法である。
　　　なお，動詞の連体形のあらわす未来・現在・過去は，例文（8）のように，
　　話し手の話す時点を基準にするぼあいと，例文（9｝一働のように主文のテン
　　ポラリティ一等を基準にするばあいとがあって，連体形のテンスのありか
　　たを積極的に問題にするばあいには，そのことをあっかわなければならな
　　いが，本稿はそこに主たるねらいをおいていないので，原則として，両者
　　のちがいにふれなかった。（「主文のテンポラリティー等」1としたのは，例
　　文⑮のように，さらに別の基準があるからである。）
　これらの：…三種の用法のなかで，未来をあらわす用法は，比較的すくない。ま
た，この三種のほかにも，つぎのような用法をもっている。
2一1現在の動作の進行をあらわす用法
　12）現代H本語動詞の終止現在形が現在（進行中）の動作をさししめすこと
ができないのに対し，連体現在形は，これをさししめすことができる。
　　㈲　ドァの外に去る彼の後姿を眺めながら真知子は考へたら（真知子）
　　囎　白地に赤で，旗を押したてて前進する群集の絵が表紙についていた。（道標）
　　囎　コトコト鳴るスティームの音をききながら，紳子は，（道標）
　　瞼　果深い置の入口からよ蔵の方へ鰹籔の荷豊運ぶ男なぞが眼につく。（桜の）
　　　　　　　　　　　　　　　　　いろ　　㈱　夜は白粉を真白にぬった女が黄い声を出して道行く入々の袖を引いた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（時は）
　例文⑮～⑲のなかの連体形は，いずれも現在のアクチュアルな進行動作をあ
らわしており，⑲のようにrいく」「くる」がっかわれているばあいのほか
は，そのままの形で終止形にっかうことができない。
　この用法でつかわれる連体形は，テンス的には，現在をあらわすが，アスペ
クト的には，動作の進行をあらわす。しかし，そのあらわす進行的な意昧のは
ばは，進行をあらわす專門的なアスペクト動詞，「してくる」「していく」Fし
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ている」よりもひろい。たとえば，うえにあげた⑮～⑲は，すべて進行動作を
あらわしているが，このばあい，「去っていく」「前進していく」「前進してく
る」「前進している」「鳴っている」「運んでいく」「運んでいる」などにいいか
えられるように，この三者のアスペクト動詞のあらわしうる進行的意味をすべ
てふくんでいる。（ただし，この三者は，それぞれほかグ）意昧をもあらわしう
るのだが。）
　13）動詞が連体形において特有の意味用法をもつとすれば，その用法でつか
われてきた動詞の形態論的な性格も，連体的な用法を本務とする形容詞や連体
詞に似てきて，動詞本来の性格をうしなっていはしないか，ということがうた
がわれなければならない。をこで，この用法でつかわれる連体形のもつ動作
性，テンス性などについて，さらに検討をくわえたい。
　連体現在形の動作の進行をあらわす用法では，（あとにのべるポテンシャル
な用法の一一部とちがって）いつも動作主があきらかにされている。いままであ
げた文例⑮～⑲では，どれもカザラレ名詞がカザリ動詞のしめす動作の動作主
をあらわしていたが，カザラレ名詞が動作主をあらわさないばあい，この動詞
は，たいてい動作主をあらわす名詞とくみあわさって，カザリ連語をかたちづ
くっている。
　　鶴　雪の降りしきるその横町には入通りもない。　（道標）
　　（20　山師の遣ふ鋸につれて，大きな枝は凄しい音を立てン落ちた。　（時は）
　　幽　実の勉強する爵とプの幻〔二二z益遅くまで四畳半を照らした。（縛は）
　そして，動詞が動作主をあらわす名詞とカザリ連語をつくっていないばあい
でも，文または文脈のなかで動作主があきらかにされているのがふつうであ
る。
　　㈱　僚子は，ずっと奥まで歩いて背って，霞ざす番芳のドァのベルを癒した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（選標）
　このように，いつも動作主があきらかにされていることは，動浮性のつよさ
をしめしている。
　14）基本動詞の連体現在形「する」が動作の進行をあらわすのは，現在の動
作をしめすぼあいにかぎられる。この点は専門的なアスペクト動詞がくしてい
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る←→していた》〈してくる←→してきた〉〈していく←→していった〉など
の対立形をもっていて，時に関係なく進行をあらわすのとことなっている。こ
の用法の「する」は，積極的に進行をあらわすのでなく，進行しつつある動作
を一時点できって，そのとき動作があることをしめしているだけなのである。
このことは，例文㈱で「窪んでみる」がずっとまえからの継続をしめすのとく
らべると，はっきりする。こういう点をかんがえると，この用法のrする」の
アスペクト性は，「している」「してくるjfしていく」よりもよわいといえよ
う。
　　㈱　匙そこの田エで昔から古く住んでみる入達は皆此処に集まって来た。（時は）
　　飼　す．≦1前豊！入々に積々おくれて歩いてみた河井から話しかけられた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（真知子）
　また，「している」「していた」が，㈱のように話している時点を基準にした
時をあらわしうるのに対して，「する」のほうは，主文のテンポラリティー等
を基準にしたばあいの現在にしかつかえないことは，テンス性のよわさをしめ
している。
　15）つぎに，連体現在形で現在進行する動作をあらわす動詞の種類について
のべる（13）。動詞は，終止現在形が現在の状態をあらわすかどうかによって，
状態動詞と動作動詞にわかれるが，状態動詞は，この用法をもたない。
　動作動詞のうち，金田一が第四種の動詞としたのも，だいたいは，この用法
をもたない。
　動作動詞は，継続動詞か瞬闘動詞かによって，また，結果動詞か非結果動詞
かによって，それぞれわけられ，この十宇分類によって，四種類にわけられる
が，継続動詞か非結果動詞かのどちらかであれば，この用法をもつ。また，瞬
間動詞であっても，方向性があって，「してくる」「していく1のかたちで進行
をあらわす動詞（鱒）および「いく」「くる」（鋤～㈱）は，この用法をもつ。
　　圃　体の暖い若い顔にかかる雪がうれしいのだろう。（道標）
　　㈱　駅からホテルまで来るタクシーの窓から（道標）
　　圃．買物に行く米子と連れ立って暗い道に出た時（真知子）
　このように，この用法でつかわれると，結果動詞も，その動作のプロセスを
あらわす側面がはたらき，動作動詞ならばたいてv・のものがこの用法をもつの
　　　　　　　　　　　　　　　　　110
であるから，かなりつよい動作性をしめすものといえよう。
　ただし，あとでのべるように，結果動詞（均が，存在や所有や関係をしめす
状態のくみあわせのなかでつかわれるばあいには，この用法にならず，㈲～㈱
のように，状態をあらわす用法となる。
　　圃　自分を取り巻くあの堪らない生活から脱け出したい。（道標）
　　鋤　年頃の患子や娘を持つ母親たちに（真知子）
　　㈱　三密漏えいにからむスキャンダル
．2－2状態をあらわす用法
　ユ6）連体現在形に現在未来の状態をあらわす用法があることは，すでに，例
文（10＞～㈱でしめした。これらの例では，連体現在形になっている動詞は状態動
詞である。しかし，例文⑳～㈱にしめしたように，終止現在形では状態動詞と
してはたらかず，アスペクト動詞rしている」になってはじめて状態をあらわ
す結果動詞が，連体現在形では，状態動詞のように，状態をあらわすことがあ
る。この燈法は，カザリとなる動詞または動詞連語とカザラレ名詞とがつぎの
ような関係をもつばあいにあらわれる。
　17）カザリがカザラレ名詞のさししめすものの（空間的な）存在のしかたを
あらわすくみあわせのなかでは，結果動詞の連体現在形が状態をあらわす。
　　鈎　劉鰻二塑．由脈の色iま幾度変ったか知れません。（千曲規）
　　圃　街々をうすくおほふ霧にきがついたとき（道標）
　　図　衰玄関からホールを仕切る大台の欄間が（道標）
　　　　　　とり　ま　　爾　校堂を囲温く草地の上には（桜の）
　　㈹　それだけ胸に満ちる歓喜も大きなもののように思って来た。　（桜の）
　　㈲　クラウデは，瞬聞，遠い紀憶のなかに浮ぶ絵と（道標）
　これらの動詞は，動詞そのもののもつ性格によって状態をあらわすというよ
りも，このくみあわせにおかれることによって状態をあらわすというべきであ
ろう。たとえば，おなじ「またがる」でも，現代語では，存在のしかたでない
くみあわせのなかでは，つぎのようないいかたはできないであろう。
　　×　あそこから馬にまたがる人がきた。
　「むかう」「くる」などの動詞は，人・動物・のりものなどの動きをあらわ
すが，その主体が「道」のような場所であるばあいには，存在のしかたのくみ
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あわせになって，状態をあらわすことになる。
　　㈱　二人は求設置監向ふ踏みつけ道を行った。　（道標）
　　鋤　これは鎌倉からくる道だ。
　　㈹　支郷門とよばれてみるクレムリンに構対するもう一つの門へ（道標）
　18）存在のしかたのくみあわせば，関係のしかたのくみあわせにつながって
いくようである。ここでも結果動詞の現在形が状態をあらわす。
　　㈲：ζ壬2蓮慰事誘iゑ家々i主（千劇珪）
　　幽塑麹空ら鵬三続く里凶街道益（千曲ノの
　　㈲趣テ◎商う奉虹zグ黒上g態闘i；遇す一一ntの人処2．（道標）
　　㈹　哲学鑑関係する表現として（道標）
　　㈲　聯祉の興亡にかかわる事件なので
　　㈹　．｝3．セァ焦脅する書物．を取り寄せて（真知子）
　　㈹　他の電気や蒸気の機械力に依るそれとは（真知子）
　　㈹　ジン博土は，それらの中国のど翰顔ともちがふ落ち：？．き■と，深みと，いくらか
　　　の塗しみをもってあらはれてみる。　（道標）
　19）動詞連語のカザリが所喬・担当の状態をあらわすときも，連体環在形は
状態をあらわす。
　　　　　　　　　　　　あどけ　　㈲玉子は……どこか邪気ないところを有っ人だった。（桜の）
　　鋤　贋のム巨に門番小亭を持つ大使館は（道標）
　　㈱　その書葉の持つ重要性のために（真知子）
　　綱　貿碁聖預るおば遊さ々ヵ豊（桜の）
　20）つぎのようなばあいも，くみあわせのなかで動詞がうごきのない状態を
あらわすので，連体現在形が状態をあらわす。
，　　倒　捲毛の泊立っ頭をちょっとかしげて（道標）
　　國　捲毛ρ渦まく頚をすこし傾けながら（道標）．
　　㈲　かさばる物は（真知子）
　　鯛　一族がふ9かざしたものは林立する一豊袈だった。（道標）
　21）状態をあらわす連体形の屑法をもつ動詞は，状態動詞と，一部の結果動
詞である。この二種類の動詞は，遽体現在形をみるかぎりにおいては区溺しが
たいが，連体過去形との関係でやはり区別しなければならない。なぜなら，状
態動詞のばあいは過膿皮にすることによって過去の状態をあらわすのに封し，
結果動詞のばあいは，過去形にすると結果動詞の側薦がうかびあがって，現在
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形と過去形とがおなじ状態をあらわすからである。
　　⑯　　長火鉢のある茶の間（環在の状態）
　　　　　　一〉長火鉢のあった茶の間（過玄の状態）
　　㈹　　流れに添う家々（現在の状態）
　　　　　　→流れに添った家々（現在の状態）
　このようにして，例文鋤～㈱の連体現在形は，すべて遍舟形にかえても，お
なじ状態をあらわす。
　　（○　流れにそっている家々（現在の状態）　　　→流れにそっていた家々（過去の状態））
　22）この用法では，動詞が動作でなく，状態をあらわしている。したがって
その主体も動作主ではなくて，状態のもちぬしである。ということは，結果動
講のもつプmセスの側藤でなく，結果の側角がおもてにでているのである。そ
の意味で，この襯法につかわれるばあい，動詞ほ動作性の一部をうしなってい
るということができるであろう。この点は，動作の進行をあらわす用法と対照
的である。
　この用法の「する」は，進行中の動作をあらわす「する」と同様，主文のテ
ンポラリティー等を規準にした現在しかあらわさない。また，この用法の「す
る」に，しいてrいま」「そのとき」などをつけてみると，不自然なもの，ナ
ンセンスなもの，不可能なものの出る度合いは，進行をあらわす用法よりはる
かに多い。このことは，テンス性からの解放がいっそうすすんでいることをし
めす。
　23）連体現在形の状態をあらわす用法の非動詞性は，いつもこの用法でもち
いられることによっていちじるしく非動詞化される単語を発生させる。そのよ
うにして変質した動詞，または，この用法でつかうために一定の造語法によっ
てつくられた動詞は，動詞としてのカテゴリーをきわめて不十分にしか所有し
ない。いままであげた例のなかでも，「関する」「かさなる」などは，基本動
詞（15）の終止形にっかわれることはほとんどないだろう。こうして，この用法
は，つぎの二つの方向で非動詞化への派生がすすんでいる。
　その一つは，後置詞働postpesitionへの方向である。さきにあげた「関す
る」「むかう」「そうj，さらに「面する」「通じる」などは，そのまえの名詞と
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のあいだに他のカザリをいれる余地がなく，その名詞にかたくむすびついてい
て，格形式の意味をたすけるはたらきをしており，かなりの程度に後置詞性を
おびている。さらに，「対する」になると，この傾向がいっそうつよくなる。
例文勧6叙ま「対した」「対している」にかえることもできない。
　　（50未開なユζ化に対す至物めづらしさを（道標）
　　闘　古い小学校に対する共通の思ひ出が（真知子）
　もう一つは，形容詞・連体詞への方向である。「かさばる」などはその傾向
をもっているが，「一きわまる」「一ある」のような複合語は，連体現在形しか
もたず，また，はたらきの面でも，形容詞とおなじである。
　　㈲　その一瞬の複雑きわまる口もとの籔をとらへた。（道標）
　　㈹　数ある若い人の中でも（桜の）
　　（60彼女のやうな教養ある婦人でなければ（真知子）
　また，「こういう」「そういう」も（過去形をふくめて）連体形しかもたな
い。（条件形の「そういえば」は別語だろう。）
　　鶴　かれはかういふ入達に比べて（時は）
　　㈹　老祖父，老祖母，さういふ融々は皆死んで行った。（時は）
2
－3未来の勤作をあらわす用法
　24）連体現在形が未来の動作をあらわす例は，わりにすくない。それが未来
であることは，㈱㈹のように時の単語によって，あるいは，⑳⑫のように文ま
たは文脈によってしめされる。
　　翻　いま来るお客さま，申国のひとです。　（道標）
　　㈹　彼等は頓て出逢ふスクリーンの女たちのために（真知子）
　　㈹　同級の学生でそこへ出席する連中は誰と誰であらうなどと（桜の）
　　㈱　良太は川舟の出る舟着の方へと急いだ。
　連体現在形が懸軍の動作をあらわす用法にっかわれるとき，動作主はあきら
かで，動作性がつよい。また，これは文脈のささえを必要とはするが，未来
をあらわすことはあきらかで，テンス性もはっきりしている。こうした点で，
この用法は終止形と周様であるといえよう。
2－4アクチュアルな用法のまとめ
　25）以上をまとめると，連体現在形のアクチュアルな用法は，つぎの三つと
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なる。
　　　（i）宋来の動作をあらわす。
　　　働　環在の動作の進行をあらわす。
　　　〔iii｝現在の状態をあらわす。
　働から鋼へいくにしたがって，テンス性がよわまる。幽ではテンス性が完全
にきえてしまっているものもある。また（iiilでは，状態性がつよく，テンス性が
よわい。
　｛i）と⑳の用法は，動作動詞によって実現される。幽は，状態動詞のほか，一
部の結果動詞が一定の連語的条件のなかで，これを実現する。
　陶　の用法では，動詞はかなりのていどに動詞らしさをうしなう。この用法
から，後置詞および形容詞相当の動詞を派生させる，ひろがりの方向がみられ
る。
2－5　ポテンシャルな用法
　26）動詞のポテンシャルな用法とは，動作・作用や状態の実現する個個の特
定の時間が捨象され，その主体が潜在的にその動作・作用や状態をもっている
ことをあらわす用法であるα7）。これには次の二つの傾向をみとめることがで
きる。
　　　｛i｝動作がくりかえしあらわれることをあらわす。
　　　｛ii｝動作を潜在的な属性としてあらわす。
　27）動作のくりかえしをあらわす用法にはつぎのようなものがある。
　　㈹時々良太の家に遊び鑑来るお幾は，（時は）
　　㈱　…この姉の……単純さの中には，ぬっも真知子塗驚かす或るものがあった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（真知子）
　　㈹　そこみたのが時々見かける伸子だとわかると（真知子）
　　㈱　良太は逢ふ入々にかう言って（時は）
　　㈱　此の人が日頃出入する本町のある商家から，（千熱川）
　　㈲　小父さんが釣に来てよく腰を迦ける石なぞが（桜の）
　これらのうち㈱鋤をのぞいて，カザラレ名詞は動作主をあらわしていない
が，カザりあるいは文・文脈のなかでいつも動作主があきらかにされており，
動作性はつよい。しかし，特定の時点での動作をあらわしていない点で，ポテ
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ソシャルである。とはいえ，くりかえし動作のおこるはばは，現在をふくむ時
間であって，このことは，やはりくりかえしをあらわす連体過去形が過去の時
聞はばにおけるくりかえしをあらわすのと対立しており，その点で，このくり
かえしは，ひろい意味での現在にふくまれるだろう（1s）。こうしたことは，す
べて終止壁塗形の同様の用法と共通である。
　28）動作を属性としてあらわす用法のばあい，動作と動作主の閣係と，属性
と属性のもちぬしの関係とは別の関係である。属性のもちぬしはカザラレ名詞
によってしめされるので，カザラレ名詞が動作主をしめすぼあい仁は動作主と
属性のもちぬしが一致するが，そうでないばあいには一致しない。
　文例⑭～㈲は，カザラレ名詞が動作主をあらわすぼあいである。
　　鱒　ソヴェトの働く人々は（道標）
　　㈹　とても威張ってるなんて悪く云ふ人があるけれど（真知子）
　　⑯　社会学と云ふ言葉を聞いてもびくびくする夫入が（真知子）
　　㈲　北方の囲の入豊情熱的にする自然の譜調が（道標）
　この用法のばあい，動詞は，一定の動作をあらわすが，その動詞を軸とする
カザリ連語が全体としてカザラレ名詞でしめされるものの属性をあらわしてい
る。
　動作のくりかえしをあらわす用法と潜在的な属性をあらわす用法とはつなが
っていて，それぞれの実際例は，その両薦をそなえているようにみえる。この
両用法のテンスは，観念型として，ことなっている。つまり，くりかえしをあ
らわす用法では，はばをもった現在のわくのなかでおこることをしめし，属性
をあらわす用法では，環実の時から解放されている。しかし，実際には，その
爾タイプは両側面として，一つ一つの実例のなかにふくみこまれていて，一方
の側面がより多くおもてにあらわれるにすぎない。
　29）動作を属性としてあらわす用法で，カザラレ名詞が動作主をあらわさな
いもののなかには，㈲～㈱のように動作主があきらかにされているものもある
が，あきらかにされていないもののほうが多い。
　　㈹　伸子たちが借りることの出来る寝台が一つしがなくて，（道標）
　　㈲　ここでは人知れずさyげる祈講ではなくて，叔母さんから子供まで一緒にする
　　　感謝である。　（桜の）
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圃　あの影のほめる○○の多い西鶴の文童は（桜の）
（S9　町入でも塞力杢へあれば何んなにでも三身出盤が出来る世の中に（聴は）
　これらの例では，動作主をカザリのなかの名講がしめしているが，動詞は特
定の時点における動作をしめさない。このカザリ連語は，全体としてカザラレ
名詞のしめすものの属性をしめしており，その属性もかなり一般的な属性であ
る。その意昧で，動作性のウエイトはかなり小さいといえるだろう。
　　㈱　ほんとに気の晴れ購れする釜なんです。　（道標）
　　鋤　午募・人蓼などの姓い野菜を幽す土地だ。（千曲潤）
　　㈱　本式にボイラ＝堂たく温室を持へて頂きました。（道標）
　　　　　　　　　ここいら　　㈹　をばさん，此処等に借りる地爾はないでせうか。（時は）
　　㈹　腰かけて休む粗末な茶屋もある。　（千繭川）
　　㈱　三階にのぼる階段で（真知子）
　　㈱　むかしはそこにモスクワへ入る一つの門があったものと見えて（道標）
　　鋤　不断着る着物なども（時は）
　　　　　　　　　　ちよく　　三三と汁を入れる猪日とを取った。（時は）
　　鋤　此間も，頭髪を刈るお銭もないって言って（隣問）
　　働お茶をのんだ9する角テープルーつと（道標）
　動作主があきらかでないものは，動作性がさらによわく，カザリ連語が属性
をあらわす一二がいっそう大きくおもてにでている。こうなると，動作との関
係では間題となる，動作主か直接対象か聞接対象かということも問題ではなく
なり，ヴォイス性がきえる。鱒～働のカザジ連語は，蔭的；溺途をあらわすと
いうニュアンスをおびているが，このニュアンスは過去形にすると，きえる。
このことは，それのもつテンス性のよわさをしめしている。つまり，属性をあ
らわす側面がさらにいっそう大きくうかびあがっているということができるで
あろう。
　30）以上をまとめるとつぎのようになる。
　連体現在形のポテンシャルな用法には，つぎの二つの傾向がみとめられる。
　　　（i）動作がくりかえしあらわれることをあらわす。
　　　岡　動作を潜在的な属性としてあらわす。
　偶のばあい，
　　　働一1　動作主と属性のもちぬしとが一致するもの。
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　　　（ii｝一　2　動作主と属性のもちぬしとがことなるもの。
の二つがあり，さらに，（ii｝の2には，
　　　㈱一2－2　旨的・用途的なニュアンスをもつもの
がある。そして，これらは，上から下にくるにしたがって，動作性がよわま
り，テンス性をうしない，動詞らしさを減じていく。
　しかし，これらは，密接につながっており，きれいにわりきることはできな
い。
3　過去形の用法
　31）現代日本語動詞の連体過去形には，つぎの三つの用法がある。
　　　（i）過去の動作・作用・状態をあらわす。
　　　悶　過去の動作・作用の結果が現在までのこっていることをあらわす。
　　　圃　状態をあらわす。
　このうち，｛ii臆，　l　i）から｛iii｝への中間過程にあるものとして位置づけられる。
｛ii｝のばあい動作・作用そのものは直前までにおこっているので，そのことに注
頃すれば，｛i｝のなかにふくめたほうがよいかもしれないが，その状態性に着扇
すると，現在のことになり，しかも，〔i｝にちかいものから｛ii｝に近いものまで，
ずっとつながっているので，いちおう中閥的なものとして一項をたてた。働
はふつうテンポラリティー等を規準にした現在のことがらをあらわしている
が，あとでのべるように，そのテンス性を追求していくと，現在をあらわすと
はいいがたいので，ただ状態としておく。テンスの面から規定するならば，
「テンス的な意味がない用法」というべきであろう。｛三〕（ii｝のばあい，連体過去
形のあらわす過去は，主文のテンポラリテz一等を基準にした過去であること
が多いが，鋤～鱒のように，話し手の話す時点を基準にするばあいもある。
　　醐　其処にあった菓子をもたせた。（時は）
　　図第一列にみた中年の女がすぐ首を横に振った。（道標）
　　飼　あの時分は，死んだ祖父さんもまだ若かった。（時は）
　　鯛　さう言へば，明治十二三年に出た慧星が大きかった。（時は）
3－1過去の動作をあらわす用法
　29）過去の動作・作用・状態をあらわす用法は，いろいろの動詞によって実
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環される。
　　働　明け方までつついた雨が，小春財口の午後を晴れやかになごましてみた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（真知子）
　　鯛　羽州で切腹した薪晃さんなどは一番つまらなかったな。　（暗は）
　　團先に弾いた二入よりもっと立派にできたとしても（真知子）
　（IDO）二2かひ込みをして大きな穴をあけた亟（時は）
　（ICI）先月，伸子がきいたオペラについて（道標）
　（102）下の般にはお初が持って遊んだ入形だの，……（時は）
　（103）キョゥダイガミンナセワ三ナッタヲバガシンダ（時は）
　鰍〉部麗を見に行った家の裏がはぐらみのところが丁度大使館の見当だった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道標）
　（105＞石川はおてつと結婚した古い家グ）奥に，（時は）
　32）この用法でつかわれる動詞は，動作性（状態動詞は状態性）がつよい。
そして動詞のあらわす動作（状態）の主体は，カザラレ名詞によって（鱒～
（leo＞）あらわされることが多いが，カザラレやカザリの名詞によってしめされな
いばあいでも，いつも文または文脈によって（（le4）～（le7））あきらかである。ま
た，この用法でつかわれる動詞は，時（㈱鋤鱒）や原因（（leo）や員的（（194））な
どの状況的なカザリをうけているものが多く，それをうけていないばあいで
も，それをうける能力をもっている点は，状態的な用法とことなっている。こ
のような点から，この用法でつかわれるばあい，動詞は動詞らしさをよくそな
えているといえるだろう。
　この用法のなかに，特定時の動作でなく，ポテンシャルな動作をしめすもの
がある。　しかし，これらは，過去というひろい時間はばがしめされている点
で，テンス性をそなえているというべきであろう。
　（105）出たり入ったりした嫁が，たうとう不縁になって出て行ったが。（時は）
　　（le7）食堂の廊下の柱，よく行った図書館の窓，（桜の）
3－2動作の結果の状態をあらわす用法
　33）過去の動作作用の結果が現在ttでのこっていることをあらわす規法は，
｛i｝と爾の申間に位置するもので，〔i｝にちかいものから｛iii｝にちかいものまで連続
的にならんでいる。
　34）その主体がカザラレ名詞によってしめされている主体結果動詞（19）が，
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時のカザリをうけたりうけなかったりして，その動作の実現した時をだいたい
あきらかにしているばあい，過去の動作をあらわす性格のほかに，そのことに
よって生じた現在の状態をしめすニュアンスをおびる。
　（IC9）つい一・一月ほど前に閥話した若い医者がやって来たが，　（時は）
　q鋤　中年で盲した母親がギ……」と言って見えぬ眼から涙を流した話G｛寺は）
　（110）森の中に近頃出来た茶屋，　（時は）
　（111）彼は七匹の飼犬の餐々の名前や，その習性や，それに総んで生じた逸話に就い
　　　て語らうとした。　（真知子）
　（l12）欝本の女に生まれた伸子に欝本の心のほかの心がありゃうはなかったけれども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道標）
　35）ゆくさき・出現揚所をあらわすカザリをうけた移動動詞・出現動詞が主
体をあらわす名詞をかざるばあい，動作が過去におこなわれたことと，その揚
所にいる（ある）状態であることを示す。
　（113）ホテルに戻った三人は（道標）
　（R4）嚢；竹の籔に出た筍の大きくなって路傍に出てみるのなどを（時は）
　価）耀うしても西洋へ行った患子さんの行方がわからないとは（時は）
　36）主体結果動詞が，カザラレ名詞のあらわす主体の直前過去の動作をあら
わすばあいに，この用法が実現される。
　〈11S）充奮で顔藍をかへた棄子は（道標）
　（117）振り向いた彼女に下野な会釈をかけたのは（真知子）
　主体結果動詞でない動詞が，カザラレ名詞のあらわす主体の，三三過去の動
作をあらわすときでも，その動作をおこなったときの姿勢あるいは余韻が現在
まで感じられることがある。しかし，これを文法的に「結果がのこっている」
といえるかどうかは，閥題である。
　（正i8＞その瞬間，開けた関と顔を見合はせた。（真知子）
　（II9）　「あら・一真知子さん」行き過ぎて自分の方から見つけた富美子は（真知子）
　37）手にいれることをあらわす他動詞が手にいれたものをあらわす名詞をか
ざるとき，手にいれる動作と，主体がそれをもっているという状態と，磁来的
性質としての対象の属性をあらわす。
　（120）お母さまから頂いた金三円，僕の翼つた種これこれ，（道標）
　（121）先姐から譲り受けた四地に僅か出たため（勝は）
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　以上，文例（108）～（121）は，鋤作主が直接間接にあきらかであり‘，また，動詞が
時のカザリをうける能力をもっており，過去の動作をあらわす側藤がつよくで
ている。
　38）対象結果動詞（20）が対象をかざると，あとにのべるように，状態をしめ
す用法になることが多いが，時や動作：のしかたなどがあきらかにされているば
あいには，動作とその結果の状態をしめす。
　（122）それは細君の好みで病吋コに造った来だ一度も手を通さない単衣であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桜の）
　〈123）心に｝釜れる訴へと恋着をこめて，書き連ねた若い多計伐のつきない糸のやうな
　　　草書のたよりは，（道標）
　このくみあわせのばあい，動作主と状態のもちぬしとがことなる。（i22）や（12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
のように動作主があきらかであるばあいには，動作性（過去性）と状態性（現
在性）とがあい半ばしているが，（124＞や（125）のように，動作主のかげがうすくな
くなると，状態性のほうがつよくなる。
　　（i24）お婆さんは神槻の下の方から新しく染めた反物を持って来た。（桜の）
　（125）碧南の役の後に建てた二階屋はもう古くなって（時は）
　39）主体結果動詞が主体をあらわす名詞をかざると，あとでのべるように，
状態をしめす用法になることが多いが，動詞が原因やプロセスのカザリをうけ
るばあいには，その状態になるうごきの側膳もはたらいて，動作の結＝果をしめ
す絹法となる。
　　（126）枕元から吸呑を取りあげ，病入の熱で干瀾らびた蟹へ持っていった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（真知子）
　　（127）段々おちついた1申子の心に（道標）
　40）「～に（～〈）なった」という形式で変化をあらわすものも結果の状態
をあらわす。この形式は，アスペクトの観点からは，変化動詞（21）になるばあい
と，第四種の動詞になるばあいとがあるが，前者のばあい，連体過去形は，変
化とその結果の状態をあらわす。（なお，後者のばあいには，「坂になった」
f1枚一緯になった」のように状態をあらわす。）
　　（12X＞狂になった女が（桜の）
　　（129）小さくなった制服のズボンの（道標）
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　（13e）　〔酒によって〕すこし鼻にかかるやうになった声で（道標）
41）主体結果動詞が動作結果としての主体の状態をあらわし，カザリ全体と
して，カザラレ名詞のさししめす対象の状態をあらわすことがある。このばあ
い，状態性がつよくでているが，主体と対象との関係のなかで，主体のアクテ
ィブなようすがきえさらず，そのため，動作の結果の状態というニュアンスが
のこっている。
　（131）両腕で横掬ひにした伸子を胸の前にもちあげたまま，ポリニャークはゆっくり
　　　した大股で，　（道標）
　（132）着なれた洋服の（莫知子）
　（133）抱いた児に乳房をふくませてみるおてっの傍には（時は）
　その対象がからだの部分であるばあいも醐様である。
　（1鋤　ひろげた両脚の間にバケツをはさんで（道標）
　（135）左右の組み合せた手で頬を支へ（真知子）
　以上のように，この用法は，テンス性がよわまってくると補訂に，状態性が
動作性をうわまってきて，しだいに状態をしめす用法にちかづく。
3－3　状態をあらわす用法
　42）連体過去形の状態をあらわす用法は，ほとんどのもの（22）が結果動詞に
よって実現される。カザラレ名詞のさししめすものが主体であるばいには，主
体結果動詞がつかわれ（（136）～（141＞），対象であるばあいには，対象結果動詞が
っかわれる（（142）～（146））。
　（136）多勢の盛装した下晦風の娘達が（桜の）
　（137＞いかにも花柳界に騨1れた外国人の感じだった。（道標）
　　（138）深く陥没んだ地勢に添うて（桜の）
　　（E39＞堅しいパナマ帽塗揃った樹齢だのリンネルの白い洋服を麹ζ技手などが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（時は）
個）
（i41）
（i42）
（143）
（闘
（翻
（1蓬6）
撫で肩でなめらかな皮膚をもった断髪の素子が（道標）
お城を取巻いた壕（時は）
糊しい風が明放った広い室に満ち渡った。（時は）
病院の黒く塗った板塀が（真矢呼）
並木道に立って色糸でかがった毬を売っている（道標）
ファイアブレースのやうに取りつけた電気暖炉には（真知子）
大きな髭にさした髪の刷りも重さうに見える女の連れ（千繭川）
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　これらのくみあわせのなかで，動詞または動詞連語でできたカザリはカザラ
レ名詞のさししめす入やものの状態をあらわしている。ここでつかわれている
動詞は，それ自身としては動作をもっているが，このくみあわせのなかでは，
その動作のプロセスの側面はきえてしまって，動作の結果である状態の側面だ
けがうかびあがっている。あとでもう一度周回にするが，もしこれが述語でつ
かわれたばあいには，主体のとき（（136）～（1“））は「している」，対象のとき
（（i・12・）一（1・16〉）は「してある」になる。ところが，ここでそれが嗣形であるのは，
主体とか対象とかいう，動作に関連する面がきえてしまって，ただ，状態の面
だけがでているからであろう。
　対象のばあい，動作主がしめされていない。だれが明け放っても，だれが塗
っても，ともかく，明け放たれていて，黒くぬられていれば，それでよいので
ある。ただ状態をしめしていればよいのである。主体のばあいも岡じで，「盛
装する」という動作において，だれが実際に手をくだしたか（一人でしたか，
母親や髪ゆいにしてもらったか）は問題ではない。「娘達」が盛装した状態に
あるということにすぎない。そのように，主体のばあいも動作から解放されて
いる。「陥没んだ」のばあいや「皮薦をもった」のばあいには，はじめからそ
ういう状態であって，そうなったプUセスは，問題にすることさえできない。
　このような，動作が状態に移行するプロセスのようすは，くっつき場所が状
態のもちぬしになるくみあわせのなかで，いっそうはっきりする。
　（1紛　その頃の彼はまだ金釦のついた新調の制服を着て選た（桜の）
　例文催）を動作の観点からトランスフォームすると，
　　　　　a　金釦が　制服に　ついた。
のようになり，「制服」は，くっつき場所である。そして「金釦」が動作主
agentであり，また主語subjectでもある。　この動詞を状態のアスペクト動
詞にかえると，
　　　　　b　：金釦が　制服に　ついて　いる。
となって，「金釦」は動作：主ではなくなるが，そのかわり状態のもちぬしとな
り，また依然として主語である。そこで，この文の陳述性をかえて，制服の属
姓をあらわす文にすると，
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　　　　　c　制服には　金釦が　ついて　いる。
または，
　　　　　d　制服は　隠釦が　ついて　いる。
のようになる。cのばあいは「鰯服」は，主題themaであるが，主語は「金
釦」である。dになると，「制服」は，主題と主語をかねることになる。そし
て完全に「制服」の状態憲属性をしめす文となる。
　さきほどからわたしが「動作主ではなくて，状態のもちぬしである」といっ
ているのは，こういうことを意味しているのである。
　つぎのように，　とりつけをあらわす他動詞（23）がっかわれるばあいには，カ
ザラレ名詞のさししめすものを主体ととるか対象ととるかによって，「してい
る」「してある」の両様にトランスフォームすることができる。このことは，
こういうくみあわせでは，動作性が完全にうしろにひっこんで，状態性だけが
おもてではたらいているのだということを裏づける一つの証拠になるだろう。
　（149）薬種を並べた店の借手から（桜の）
　（i49＞歌は雄々しさと憂愁とをこめたメロディで（道標）
　43）この用法のなかには，カザリのなかで動詞が部分や存在物の状態をあら
わすことによって，カザリ全体として，カザラレ名詞のさししめす入やものの
状態や属性をあらわしているものがある。
　（150＞さきのとんがった，赤い星のぬひつけられたフエルトの防寒帽をかぶって，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（這標）
　（151）胸の窪んだ，ひよろ長い身体を（真知子）
　（152）そのあたりは耕地の続いた野で（千蜘【D
　（153）嗣じ黒の薄手のショ　一7Yに襟元を包んだ来墨入（真知子）
　（翻　かどを落した横長の四角にかこまれて（道標）
　なお，述語になったばあい，働）～（153）は「している」，侮）は「してある」と
なる。
　44）この用法のなかには，動詞が結果のカザリをうけるもの，（（155）～（159＞），
材料のカザリをうけるもの（（i6G）～（161）），とりつけ場所のカザリをうけるもの
（（16Z）　’”’〈163））などがあるが，こうしたばあい，動詞よりもそういうカザリのほう
が情報としてきいているようであり，そこにも，つよい状態性がうかがえる。
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　（155）色白でまるまると肥った女と（桜の）
　（156）その正簡玄関の黒くよごれた鉄唐革の車よせの下から（避標）
　（157）不規翔なS宇型に屈折した路が（真知子）
　（159）虹のやうな色のとりあはせに組んだ絹紐が（道標）
　（159＞丸煮にした鶉の肉を（糞知子）
　（160）黒い布でこしらへた沓をはって（道標）
　（11i　1）濃老，燈，墓白，ゆづり葉などで飾った大きな塑医ii躯盆（桜の）
　（162）窓よりに置いたテーブルに向って（道標）
　（163）尼寺の傍の空地に建てた平家に蛙（時は）
　45）連体過去形がこの用法でつかわれるばあい，とくに一語の動詞がこの用
法でつかわれるばあいに，ていどのカザリをうけることがある。ていどのカザ
リは，動詞よりも形容詞にかかることのほうがふつうであり，その意味で，こ
うしたものは，形容詞的な側面をつよくもっているといえる。
　〈164）よく似た老婦人が（真知子）
　（1㈲　ひどく威張った，気むつかしい母堂のこと（真知子）
　（166）関は黒いや＼乱れた髪毛に蔽はれた，その形のよい頭を（真知子）
　（1δ7）半ば酔った石川は（時は）
　（169）その当時としては最も進んだ講演の聞かれる楽みを（桜の）
　46）連体過去形の状態をあらわす用法は，終止過去形にはない。述語でこれ
をあらわすには，アスペクト動詞「している」「してある」をつかわなければ
ならない。「している」「してある」は，ともに結果の状態をあらわすが，「し
ている」は主体の状態，「してある」は対象の状態をあらわしていて，そのヴ
ォイス性がことなる。ところが連体過去形「した」は，その両者のばあいにっ
かわれ，ヴォイス性にi無関心である。
　アスペクト動詞「している」「してある」と連体過去形「した」とのあいだ
にみられるこのちがいは，「動作の結果の状態」と　「状態」とのちがいではな
かろうか。状態が動作とからんでいるとき，動作というものにつきものである
主体や対象が状態にもくっついてくるが，状態が動作から独立すれば，その
主体や対象の概念もぬけおちる可能性がでてくるのだとは，かんがえられない
だろうか。
　47）アスペクト動詞と連体過去形との，もう一つのちがいはテンスである。
アスペクト動詞は，「している」「してある」という現在形と，「していたj，ヂし
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てあった」という過去形をもっていて，形のうえからも意味のうえからも，環
在と過表とが対立している。ところが，この用法でつかわれる連体過去形「し
た」は対立形をもたず，もし過去の状態をいいたければ，アスペクト動詞の過
去形をかtL）て，「していた」「してあった」にしなければならない。
　それでは，この用法の連体過去形が現在をあらわしているかというと，それ
もあやしい。「している」「してある」は「いま」でかざることができるが，連
体遍享受「した」を「いま」でかざると，たちまち過去の動作をあらわす側面
がうかびあがってきて，この用法でなくなってしまう。しかし，「いつも」な
ら，かなり不自然なものがありはするが，ともかく，状態をあらわす用法の範
囲内でこれをかざることができる。このことからも，この用法が，現在という
特定時の状態をあらわしているのでなく，もっと一般的な状態をあらわしてい
るのだといえるだろう。
　このように，動作性の側面がきえてしまうと，アスペクトからも解放されて
いるといわざるをえない。なぜなら，アスペクトというのは，動詞のあらわす
ことがらの，動作のプロセスとの関係であらわれるすがたなのだから。
　動作惟がよわく，テンス性もなく，アスペクトからも解放されているとすれ
ば，この用法でもちいられた連体過玄形は，もはや動詞らしさからほどとおく
へだたっているといわなければならない。
　48）連体過去形の状態をあらわす用法の非動詞化の傾向は，いつもこの用法
でもちいられることによっていちじるしく非動詞化する単語を発生させる。そ
のようにして変質した動講（24），多義語のうちの特定の意味，あるいは，この
用法でつかうために一定の造語法によってつくられた動詞，または一定のくみ
あわせ法によってっくられた動詞フレーズは，動詞としてのカテゴリー語形を
きわめて不十分にしかもたなくなるのである。
　たとえば，「そびえた」「いりくんだ」「完備した」「ばかげた」「はれわたっ
た」「きまりきった」などは，この用法，または「して」「している」の形での
み用いられる単語であり，「困った」「死んだ」「もちあがった」などのもつ特
定の意味は，この形にしかつかわれない。
　　（169＞捨吉はごちゃごちゃと入組んだ河癖のところへ出た。（桜の）
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　（170）まつ青に晴れわたった朝の大空に（真知子）
　（173）　どうも困った人だなあ。　（其懸影）
　（i72）古い死んだ歌の雷葉が其時捨吉の胸に生きてきた。（桜の）
　留3）小高く持一it　t）た岡の（桜の）
　特定の造語法やくみあわせ法をもつものの例は，50）でのべる。
　49）連体過去形の状態をあらわす用法の非動詞化傾向の一つは，後置詞への
派生としてあらわれる。後置詞への派生は，空問と関係の分野で爽現する。
　「面した」「むかった」「ならんだ」「そった」「つづいた」「接した」「はなれ
た」などは，空間的な後置詞への方向をあゆんでいる。
　（gg＞小公園のやうな植込みに沿ったひろい歩道は（道標）
　（1了5）座敷に面した庭なども見事であった。　（時は）
　「からんだ」「かかわった」「関係した」「釣りあったjf反比例した」「むい
た」「相応した」「もとづいた」「立脚した」「準じた」「似た」「ちがった」など
は，関係的な後置詞への方向を進んでいる。
　（1？6）久しぶりの教師に絡んだ中学ll寺代の思ひ出が（爽知子）
　（12？）お嬢さんには向いた塑でございますもの，ねえ。（輿知子）
　後置詞への派生傾向は，状態をあらわす連体現在形のばあいと同様である。
いまあげた例も，大部分は現在形にかえてもさしっかえない。
　50）非動詞化のもう一つの方向は，形容詞的用法を本務とする動詞への派生
である。これも，連体現在形のなかにもみられるが，過去形のほうが圧倒的に
優勢である。この傾向は，働）～（i63）にみられるように，単語ごとに個別的にも
あらわれるが，特定の造語法またはくみあわせ法によってっくられるものが多
’V’Bこれには，いくつかのタイプがある。
　　名詞十結果動詞……年とった，気どった，色づいた，色あせた，手ずれ
　　　　　た，水ぎわだった，など
　　接頭辞十結果動詞……うすよごれた，ものなれた，ものさびた，など
　　名詞＋接尾辞……汗じみた，いなかじみた，お嬢さんじみた；骨ばった，
　　　　　角ばった，かさばった；紫がかった，灰がかった；黄ばんだ，あせ
　　　　　ばんだ；くろずんだ；貴族ぶった；おとぎばなしめいた；おとな
　　　　　びた，ひなびた，古びた；かんずつた，うわずった，など
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　　～した（1）……ちょっとした，しっかりした，しょぼしょぼした，こまごま
　　　　　した，など
　　～した（21……ああした，こうした，そうした
　　～と＋した……ちゃんとした，ひろびうとした，ひっそりとした，森番と
　　　　　した，卓然とした，など
　　～に÷なった，～する＋ようになった……坂になった，時代分けになつ・
　　　　　た，しぜんにまわるようになった，など
3－4過去形の用法のまとめ
　51）現代fi本語動詞の連体過去形は，つぎの三つの用法をもつ。
　　　（i）過去の動作・作用・状態をあらわす。
　　　｛ii｝過去の動作・作用の結果が現在にのこっていることをあらわす。
　　　幽　状態をあらわす。
　（i臆終止過去形と岡様，動作性がつよく，テンスもはっきりしている。（i践臆
動作性の面がきえて，状態性が大きくうかびあがっている。（ii｝は（i）と國の中間
的なものであって，｛i）にちかいものから岡にちかいものへの過程のなかで，い
ろいろの段階のものをみいだすことができる。
　爾の用法の状態性のつよさは，連体現在形の状態の用法とくらべても，優位
にたつ。幽の絹法では，テンス性もよわく，現在をしめすというよりも，テン
スから解放されていて，動詞らしさをうしなっているていどがはなはだしい。
　鋼の用法から後置詞および形容詞裕当の動詞を派生させている。前春は，連．
体境論形と同程度であるが，後者は，いちじるしく優勢である。
4　む　す　び
　52）以上にみてきたように，現代B本語の連体形は，終止形とかなりちがっ
た用法をもっている。現在形では，現在進行中の動作をあらわす用法，結果動
詞によって状態をあらわす用法などが，また，過去形では，結果の状態や状態
をあらわす用法が，それぞれ終止形にないものであるが，それらの例がかなり
の量をもって主要な位置をしめているので，連体形の罵法の申心は，終止形の
それからずれているということができるだろう。
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　53）これらの遮体形特有の用法は，度あいはことなるが，すべて，テンスか
ら解放される傾向をもっていて，そのことから，結果的に多くのものが，主文
のテンポラリティー等を基準にした現在をあらわしている。このことは，終th
形のぼあい，過去形はもちろんのこと，現在形でも現在のことがらをアクチュ
アルにあらわす用法がひじょうにすくないのと対照的である。
　54）連体形におけるテンス性からの解放の傾向は，その動作性と状態・属性
性との交代の傾向と並行している。それにしたがって，カザラレ名詞は，動作
主や動作対象の地位から状態や属性のもちぬしの地位へ移行する。そしてこの
遍程において，動詞のもつヴォイス性がよわまりうすれてくる。（こσ）ことは，
おそらく連体という機能からくる自然の傾向であろう。英語でリンゴを二種類
にわけてeating鼠pple，　ccOking　appleなどとV’うとき，　activeの分詞がつか
われているのも，おなじような事情によるものとおもわれる。）
　55）終止形では，現在形と過凹形の対立は，〈現在・未来←一・過去〉という
テンスの対立を内容としている。連体形のばあい，この対立もあるが，そのテ
ンス性がよわまるにつれて，〈進行←一〉状態〉というアスペクトの対立があら
われ，それが大きな位置をしめてくる。
　56）動詞は，連体形としてつかわれることによって，終止形からのズレを生
じ，そのズレにのっかることを専門とする単語やフレーズを発生させる。こう
して状態をしめす用法からは，後置詞のような品詞，あるいは形容詞相当の用
法しかもたない動詞を派生している。また，現在形のポテンシャルな嗣法のな
かの用途をあらわす用法なども，形容詞的な方向に発展しているのかもしれな
い。現在形の進行をあらわす用法から形容談化へ発展する傾向は，はっきりと
確認することができなかったが，「道行く人」の「名詞（ナマエ格）十動詞（連
体現在形）」のような連語の存在は，この発展傾向をとらえることの可能性を
示唆している。
　57）本稿では，動講の連体形のテンスの面については，積極的な分析をここ
ろみなかった。そして，話し手の話している時点を基準にしたものと主文のテ
ンポラリテK一等を基準にしたものとのちがいについて追求しなかったし，ま
た「主文のテンポラリティー一等」といういいかたで一括したものの中味の分析
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も種類わけもしなかった。このことから，おそらくいくつかのあやまりを生じ
ているとおもう。とくに，テンス性の有無・軽重についての考察は，このため
に非常によわくなっているとおもう。これは，のこされた問題である。
5　注
1）時枝　1950，198～199ページ。
2）松村　1969，152～153ページ。
3）松村　1971，410～411ページ．。
4）吉沼　1971，236～239ページ。
5）鈴木　1965，2ページ。
6）　「している」「してある」「してしまう」「しておく！「していく」「してくる」「し
　つつある」「しはじめる」fしつづける」……などは，アスペクトをあらわし，「し
　ている」fしていた」「していよう」「していろ」……というふうに，基本動詞「す
　る」と同様，いろいろな語形をとる。この「している3「してある」……などは，
基本動詞から文法的に派生して，アスペクトをあらわす動詞であるので，アスペク
　ト動詞とよぶ。さきにあげたパラダイムのなかでは，ヴォイス動詞（「される」「さ
せる」など），やりもらい動詞（「してやる」「してもらう」など）などとならん
　で，基本動詞の下方に位置づけられる。
7）金爾一春彦は（金田一　1950），動詞を，状態動詞・継続動詞・瞬問動詞・第四
種の動詞に四分類した。状態動詞は「している」にならず，rする」の形で状態を
あらわすもの，継続動詞はrしている」の形で進行をあらわすもの，瞬間動詞は
　「している3の形で結果の状態をあらわすもの，第四種の動詞はいつも「してい
　る」の形で状態をあらわすものである。（紙面節約のため，要約した。）
　　わたしが「動作動詞」とよんだのは，その歌垣動詞」以外のものである。ここ
で「状態動詞相当になりうる結果動詞」とよんだものは，第四種の動詞とある程度
　かさなるが，かなりずれるので，「第四種」という分類項をつかわなかった。
　藤井IIE　ltk（藤井1966），金田一の「継続
動詞」と　「瞬間動詞」の二分法をあらた
め，図のような十字分類による四分類とし
た。結果動詞は，「している」の形で動作
の結果の状態をあらわすもの，継続動詞
結果動詞
継緻詞瞬聞蜘
着司死ぬ
????知む?????詞動果
????
　は，「している」の形で動作の進行をあらわすものである。わたしが結果動詞とい
　つたのは，藤井の用語によるものである。
8）吉田　1971，236ページ。
g）松村　1969，152ページ。
IO）わたしは（高橋　1969），「してV・る」が結果の状態をあらわすときは箆体の結果
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　の状態をあらわし，「してある」のばあいと，アスペクト的にはおなじであり，ヴ
　ォイス的な側面がことなるのだとした。これをうけて，吉州武時は（吉州　1971），
　「してV’る」の形で主体の結果の状態をあらわすものを「主体結果動詞」，「してあ
　る3の形で紺象の結果をあらわすものをr対象結果動詞」とよんだ。わたしは，こ
　の用語にしたがうが，ばあいによって，両方または片方をただ「結果動詞」とよぶ
　こともある。
11）カザリとカザラレは，連語論の概念である。連語論は，修飾と被修飾の関係の名
　づけ的な山繭を文のなかからとりだしてあつかう分野である。（くわしくは，鈴木
　康1971）
12）鈴木　1965，5～19ページ。
13）動詞の種類についての溺語は，注7）を参照。
14）この「結果動詞」は，金照一の「第四種の動詞」とかさなるところもあるが，か
　なりちがうので，それによらなかった。
15）基本動詞とは，「している」「してある」などのアスペクト動詞，「される」fさ
　せる」などのヴォイス動詞などを派生させるもとになっている動詞，つまり，「す
　る」のことである。「よんでいる」「よませる」などに対して，「よむ」が基本動詞
　である。さきにあげたパラダイム参照。
ユ6）後置詞とは，名詞のあとにおかれ，名詞の格を支配しながら，その名詞の格のは
　たらき（他の単語にかかって，一定の関係をしめすはたらき）をたすける単語のこ
　とである。前置詞とおなじはたらきをするが，おかれる場所がちがう。格助詞を後
　置詞とする説があるが，助詞は名詞にくっついて名詞の格形式をつくる接尾辞であ
　り，また，格支配もしないので，後置詞ではない。
17）鈴木　1965，13ページ
18）鈴木　1965，14ページ
1g）注10）をみよ。
20）注10）をみよ。
21）「している」の形で結果の状態をあらわし，「してくる」「していく」の形で変化
　をあらわすもの。「ふえる」「なつく」など。結果動詞に属し，継続動詞と瞬間動詞
　の中間に位置づけられる。（二二　1971，エ43ページ）
22）雰結果動詞の例も，すこしある。
　○　真知子が少し驚き，見張った，活き活きした黒眼で，（真知子）
　〇　三十分の休憩時間を利用した客で賑ってみる料亭の茶卓は（真知子）
23）とりつけのむすびつきをあらわす連語，つまり，なんらかのし方である物が他の
　物（第二の対象）にくっつけられることをあらわすむすびつきをつくる単語。（奥
　田1968，29～30ページ）
24）25）金田一の第四種とかさなるものが多い。
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